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ス タ デ オ メ ー タ ー の や さ し い 使 い 方
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露 出 決 定 の 順 序

① ASAダ イヤルを廻わしてフィルム感光度数値 (A S A ttltFl)を 合

わせて下さい。普通 SSは A S A100、 SSSは A S A200で す。

② 光 球 を写 真 の よ うに カ メ ラの 方 に 向 け ます 。

③ 指 ,卜 が振 れ ます か ら、 ス ケ ー ル上 の絞 り値 を読 み 、 ダ イヤ ル を廻 わ

して ス ラ イ ド (No l)を 入 れ て い る時 (高 nl度 の場 合 )は “IN"

外 した時 (低照度 の場 合 )は “OUT"で 、 ダ イヤ ル上 の 絞 り値 に

合 わせ て下 さい。 ダ イヤ ル 下 部 に組 合 わ され た絞 りとシ ャ ンタ~ス

ピー ドの組 合 わせ が適 正 露 出 で す。
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“直 流 '' と云 う こ と

この ス タデ オ メー ター に は 直 読 用 ス ラ イ

ドが 3枚 入 っ て お ります 。 前 述 の よ うに

露 出 の 決 定 は一般 に ASAを 合 わせ 、針

の振 れ た とこ ろに ダ イヤ ル を合 わせ て露

Iし を決 定 す る もの です が 、 この 直読 用 ス

ラ イ ドを お使 い に なれ ば ASAと か 、 ダ

イヤ ル を合 わせ な くて も直 ちに露 出 を決

定 出 来 ます 。但 し、 この ため に は 多少 の

制 約 が あ り ます。 この こ とに つ い て はス

ラ イ ドの項 を御 覧 下 さい。

附 属 品 の 使 い 方 に つ い て

:.ス ライ ド

N0 3

0.3"の 3枚があ ります。

●スライ ド・No l
t。

は 最 も大切 な もの で次 の 二 つ の使 い方 が あ りま

高 lUJ換用  ―被 写 体 の 明 る さに よ つ て、明 るい時 (指針 が振 れ過

ぎ る時 )は ス ラ イ ドを入 れ 、暗 ヽヽ時 (指針 が振 れ な い時 )は 外 して

下 さい。 (③参 照 )

直 読 用 ― ス ラ イ ドの 裏 に “BRlGHT:A S A10-%"と 書 い

て あ ります 。 これ は A S A10の フ ィル ム を使 っ て燃 又 は‰ で撮 影 す

る よ うな場 合 に は 、 この スラ イ ドNo lを 入 れ て測 れ ば指 針 の振 れ

た値 が絞 り値 に な 1)ま す . 従 ′́て この 場 合 に は ASA数 値 を合 わせ

た り、 ダ イヤ ル を廻 わ した りす る必 要 は な く、指 針 が振 れ た絞 り値

を カ メ ラに セ ントす れ ば 良 い わ け です 。

この A S A10:え を使 へ ば 、 A S A 100で は‰ 0、 A S A50ではスに

直 言―itが 出来 るわ け です 。 例 へ ば 、 A S A10oの フ ィル ム を使 う場 合 、

ス ラ イ ドN01を 入 れ ます 。 次 に カ メ ラの シ ャ ンタ ~ス ピ~ド を%。

に セ フトし ます 。 メー ター を被 写 体 に向 け て指 針 の振 れ た値 が絞 り

値 で す か ら、 その ま ヽカ メ ラに セ ノトす れ ば 良 い わ け です 。

bズ ラ イ ド “No 2" 及 び “No_ 3'' の 二 枚 の ス ラ イ ドは上 記 ス ラ イ

ド “No l"の 直 読 用 に使 用 す る時 と同 しよ うに 、直 読 用 に だ け使

用 す るス ラ イ ドで す。

スライド “N。 2"は A S A16・ ‰ 、32・ ‰。、64・ たる。と云うように

このスライドを入れ ばヽ、A SA16てし4‐ で撮る場合には指針の振れ

た と こ ろが絞 り値 で す

スライド“N03"は A S A80・ %。 、100・ 25、 200・ 2Ъと云うよ

うな時 、即 ち この よ うな状 態 で撮 影 され る場 合 に は この ス ラ イ ドを

入 れ ヽば タ イヤ ル を廻 わ す必 要 が な く非常 に便 利 です。

以 上 の よ うに三 枚 の ス ラ イ ドを直 読 用 と して使 用 され る場 合 に は 、

ASA目 盛 を合 わ した り、 ダ イヤル を廻 わ す必 要 が あ りませ ん し、

廻 わ して測 れ ば適 正 露 出 は得 られ ませ ん か ら御 注 意 下 さい。

従 っ て 、 ス ラ イ ド・ N。 2い 及 び “N。 3"を 使 用 す る時 は ダ イヤ

ル を廻 わ す必 要 が な く、 ス ラ イ ド “Nol¨ を高低 切 換 用 に使 用 す

る時 にの み ASA数 値 をセ ッ トし、指 針 の 振 れ に従 っ て ダイ ヤ ル を

廻 わ す わ け で す。ＮＮ０２
Ｔ
（■
】

NO :

スライ ドは“N0 1",“ NO.



この I′ 〕色 :`4板 は た源 の たの 強 さを測定 す るため の もの です 。 勿論 光球

で

`,■

1定 出 来 tす が 、 t球 の 場 合 は lllJ面 か らの光 を拾 っ て し まい ます

か r,li Jtで は あ りません  ■れ は被 写 体 の ラ イ トパ ラ ンス (ハ イ ラ イ

|と シ ャ ドウの たの強 さの比 率 )を 測定 す る時 に使 用 し ます。

例 へ は 、 ス タデ ォ等 で撮 影 す る場 合 に主 光 源 と補助 光 源 との比 を 4:
1以 内 に す れ ば 層 美 しい写 真 を撮 る こ とが出 来 ます 。 室 内 とか屋 外

で レ フ を使 用 す る よ うな時 に は この ラ イ トパ ラ ンス を測 っ て か ら撮 影

す る よ う′し、書卜け て下 さい  例 へ
`よ

′ヽ イ ラ イ トマ1指 ,|が 8に 振 ″しヽ
`rシ

ヤ ドウカ'4に な る よ うた を調 節 します。

尚 、露 出 は光球 をつ け て決定 して 下さい。

3.光角度板

こオtは ノー タ ーを反 斑1式 に使 用 す る時 に つけ る もの で す。従 っ て光 角

度 板 を lt用 して測定 す る場 合 に は受 光 部 を被 写体 の 方 に向 け て下 さい。

(■ し

1ス ラ イ ドは必 す外 し て ドさい。

2 ‐IN¨ で合 わせ て下 さい。 (ス ラ イ ドが 入 っ てい な い に もか ヽわ

ら 1'  '

4.入射式 と反射式の指示値について

人り1式 はた源力強 さを測 り、 14り 1式 は被写体の F4カ1光 を測って露出を

,lt定 するソブυξて う.従 ′て 百] た線 ドにある被
′′j:体 をl11ウ Lす る場合

人分1式 ては{口 1/・ itlI定 |´ ても露 |11`■  '■ て
'か

、 ′tウ 11ヽ で (■ 桐ぼ′メルト′)'て

射率の本II異 に よ ′〔露 |11は it,て 来ます

l・

‐
Jへ

`=、

 liJ  た線 ドでri tヽ の もとリニヽ もヽのをlUっ た
'場

合、 人lll,ヽ では

同 じです力i′えワ1式 ではi■ ,て 来ます
`、

lЦ し、 1支
′′メ(卜 は ■出す:′え1''年 のi生 う ものがメ、り

'昆

ってオ,り ます力・ら、

反射式 では つ つ平
“

Jし て露出を決定 しなけオはな′,な いのに対 し

て 入射式は被写体グ)′て宅1率 4/111均 (18%)に /tわ せて光を18%し か

透 過 L´ なし, よ う11し て″,り ますから   し11の 1‖定 で F`“ Jさ ″した値が得

|)オ |る わけです  lノ)ょ う
`:撮

景多Hn勺
`二

上 .て 人噺寸式 と反身すメこをft lヽ

わけて ヽさい。

5.照度 について

この ス タン オ /― タ ーは 露 |11/― クー

なれ ます′

11度 言|と し て御 使 用 に な る時 に は前 i■ の 白色
｀
FI反 を つけ て光源 の 方 に

向 け て ,さ い . スケ ール |に あ る白 色 の 数年 (4 8,16 32.64 )



は フー トキ ャ ン ドル (照度 の単位 )を 表 わ して あ ります。

1フ ー トキャ ン ドル =10.75ル ンクス

です か ら出 た値 に 10.75倍 して い た ゞけ れ ばル ノタスの値 が 出 ます。

尚 、 ス ラ イ ドNo.1を 入 れ た場合 に は この値 に30倍 して下 さい。 ス ラ

イ ドNo.2,3は お使 い に な らな い で下 さい。

シ ネ ロ盛 に つ い て        ・

8ミ リ撮影の時は露出決定は “露出決定の順序"で 申し上げたと同様

の方法 で、先ず ASAを 合わせ指針の振れたところに “IN"又 は

“OUT"で ダイヤルを合わせます。 8ミ リの場合には撮影 コマ数 に

対する絞 り値が決定 されます。普通 8ミ リは16コ マが標準 ですから、

16コ マに対する絞 り値 (ダ イヤル下部の赤数字 )を 読み取 って下 さい。


